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1601. 創作に関する内的必然性 

小さな差異を少しずつ内側に構築して行った先の構造物について、まだ少し考えを巡らせている。

昨夜は作曲実践をしながら、差異に気づく過程の中で生まれる差異そのものを、絶えず曲として形

にしていきたいという思いに襲われた。差異を曲として表現するための形式を少しずつ学習し、発

見した差異があるべき姿で納得のいく形で表現されるためには適切な型がいる。型の種類は数多

くあるが、型に流し込まれる差異はそれ以上に多くあり、それは無数のものだと言っていい。 

とにかく今は、無数の差異が流し込まれる型を確実に習得していく時期である。そうした型がなけれ

ば、無数の差異がふさわしい形で外側に表現されない。もはや自分の内側には、形となって外側

に生まれるべき差異は無数に存在しており、それらの多くは外側に出る準備を済ませている。あと

は、それらを外側に形として生み出すための型が必要なのだ。 

昨日の作曲実践もそうした型の習得に多くの時間が充てられていた。今日も夜に作曲実践を行う。

今日は、曲のアレンジの方法に関する型を、手を動かしながら学んでいこうと思っている。 

形になろうとする内的必然性を掴むこと。それは論文を執筆する上でも、作曲を行う上でも核となる。

その点については、以前の日記に書き留めていたように思う。おそらく、今の私は内的必然性の存

在に気付き、その中に留まりながら論文や作曲をしているように思える。それは特に問題がないよう

に思われるが、内的必然性に基づいた創作活動の発達段階を考えると、今の段階は全くもって道

半ばである。次に進むべき段階は、内的必然性の存在に気づくだけではなく、それすらも明瞭な形

として規定し、規定したものを掴みながら創作活動に打ち込んでいくことだろう。 

今の私は依然として、曖昧な内的必然性の中に漂いながら創作活動に励んでいるにすぎない。今

の段階の次の次に待っている段階では、規定した内的必然性をもう一度解体し、新たに生み出さ

れた巨大な内的必然性を掴むのではなく、その全体の中に溶け出しながら創作活動に打ち込んで

いくことが可能になるだろう。 

とにかく今は、内側の現象が形になろうとする内的必然性を見逃さずに掴み、それに形を与えてい

くことだ。その過程の中で、そもそもそれらを形にしようとする自分自身の内的必然性を明瞭なもの

にしていく。 
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画家が毎日デッサンをするように論文を執筆し、日記を書き、曲を作る。原稿用紙3枚から4枚ほど

の1200字から1600字の文字数で十分に一つのストーリーを展開させることが可能であり、一つのテー

マについて文章を書くことが可能であることを考えると、一つのストーリー性を持った曲や一つのテー

マを持った曲を短く作っていくことは十分に可能だろう。 

単発的な長い作品を作ることはしない。それは曲においても、論文においても、日記においてもそ

うである。望むことは、永続的に短い作品を次々と創出していき、無限の創造物が最終的に巨大な

一つの総体になるということである。長ければ長いほど良い、大きければ大きいほど良いという発想

は自分の中にはない。逆に、短ければ短いほど良い、小さければ小さいほど良いという発想を持ち

ながら創作活動に打ち込む。そうした発想に基づく日々の創作活動は、いつか巨大な建築物を生

み出すことになるだろう。2017/9/29（金）07:57 

No.246: Merit of Recurrent Self-Reference 

Reading my diaries again augments not only the quality of my knowledge networks but also the 

depth of my being.  

One of the essential principles of dynamic systems theory is recurrence. Repeatedly accessing my 

previous knowledge and existence inscribed in my diaries has a substantial impact on the state of 

my current knowledge and being.  

Interestingly enough, the self-reference activity——repetitively reading my diaries——not only 

determines the state of my present knowledge system and my being but also generates a new 

direction for them. The merit of recurrent self-reference is enormous. 10:03, Saturday, 

9/30/2017 

1602. 書く⾃分 

昨日からずっと、ポルトガル出身のピアニストであるマリア・ジョアン・ピレシュの演奏を聴いている。21

時間ほどに及ぶソロレコーティングを前にした時、こうした巨大な表現物に強くひかれる自分がいる

ことを再確認した。 
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今この瞬間、書斎の中にはモーツァルトのピアノソナタが響いており、曲目を確認すると、これから

シューベルト、シューマン、ブラームスへと移っていくようだ。おそらく今日はずっとピレシュの演奏

を聴くことになるだろう。 

早朝のフローニンゲンは、依然として白い霧に包まれている。一日の始めに日記を書くことによって、

私はその日の活動に向けた準備をしていることに気づく。正直なところ、いつも日記を書こうとする

ような意識はなく、気づけば書いている自分がいるだけなのだ。それは、書くということが完全に自

分の習慣となり、書くことが呼吸をすることと等しい状態になっていることを示唆している。 

論文や日記の執筆にせよ、作曲にせよ、書こうという意識が働くから書けないのだ。そもそも、書こう

と思わなければいいのである。それは少々乱暴な言い方であるから、より正確には、書こうという意

識が消え去るまで書くという鍛錬をすればいいのだ、と言い換えることができそうだ。行為を意識し

ない行為こそ、究極的な行為である。 

書いている自分を意識することなどなく、書いていた自分がいたということだけが後々になってわか

るだけでいい。とにかく書くということ。 

書くということがいかに習慣になったとはいえ、書くことに関する修練はまだ足りない。書くという行

為と自己の本質との間に、薄皮が二、三枚見え隠れしているのを自分は知っている。その皮が完

全になくなるほどまで書き続けていく。書くという行為が完全に自己になり、自己が書くという行為に

なるまでには、かなりの年月を要するように思える。 

とにかく、書こうと思って何かを書こうとするような甘さはいらない。行為をなそうと思って何か行為を

なそうとするような段階を超えていかなければならない。書くという意思が介入しないほどに、書くと

いう行為を自己に近づけ、自己を書くという行為に近づけていく。 

早朝の白い霧は一向に晴れる様子を見せない。今日は午前と午後に、ミーティングがあり、それ以

外の時間は論文を読むことに充てたいと思う。「実証的教育学」のコースで取り上げられている課題

論文はすでに読み終えているが、推奨文献についてはまだほとんど読めていない。 
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今日は七本ほどの論文を読めればと思う。七本の論文の中でもとりわけ、実証的教育学を哲学的

に論じている論文をゆっくり読み進めたい。実証データに基づいて教育を行っていくことは重要で

ありながらも、実証データの性質を理解しないまま教育を施していくことは危険である。そのような問

題意識を持っている自分にとって、この論文は大きな関心を引く。 

今日は論文を読むことに集中し、現在履修中のコースの課題については手をつけないようにする。

2017/9/29（金）08:26 

No.247: Partial Judgment 

It is often said that both evidence-based judgment and professional judgment are important. Yet, 

it is not so easy to make both types of judgment simultaneously. Someone might heavily rely on 

evidence, whereas others might substantially depend on their professional experience.  

The former people tend to neglect practical wisdom. On the other hand, the latter people are 

blind of the effectiveness of data. I am wondering about the location of a core factor to cause this 

polarity. It might be the blindness of their attitudes and beliefs toward their judgmental styles.  

I expect people who rely on evidence to verify their judgment by using data. I also wish people 

who depend on their professional experience to throughly inspect their judgment by utilizing their 

practical wisdom. If they cannot notice the limitations of their judgmental styles by making full use 

of their preferential methods, it will unveil the fact that how partial their judgment is. 12:17, 

Saturday, 9/30/2017 

1603. 歓喜になる体験 

今年の気候は昨年と随分と異なるようだ。そのようなことを、一昨日訪れたチーズ屋の店主が述べ

ていた。昨年もこの街で生活をしていた自分からすると、確かにそのように思う。昨年は、このように

白い霧に辺りが包まれることはそれほどなかったように思える。このところは連続して、このような白

い霧に包まれた早朝を迎えることが多くある。 
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午前中の仕事に取り掛かる前に、昨夜の夢について書き留めておきたい。夢の中で私は、芝生で

整備されたグラウンドではなく、砂利のグラウンドの上にいた。砂利のグラウンドは、ヨーロッパの街

の一角にあり、辺りを眺めると、ヨーロッパ風の作りをした家々が見える。家のデザインを観察してみ

ると、どうやらここがオランダであることがわかった。 

グラウンドでサッカーをしている人たちの表情は真剣であり、どうやら日本代表とオランダ代表が試

合をしていることがわかった。街の一角の砂利のグラウンドで代表チームが試合をしていることに驚

いたが、両者は紛れもなく国を代表するチームだった。 

気がつくと、私は日本代表の一員として試合に参加していた。その気づきが生まれた瞬間、辺りの

景色を眺めるような余裕が消え、試合に集中する自分がいた。 

両者の力は拮抗しているようであり、試合が開始されてもなかなか得点が決まらない状態にあった。

グラウンドの左サイドがどうやら自分の持ち場のようであり、中盤のポジションを任されているようだっ

た。 

私の目の前でボールが高く跳ね上がり、それに対して大柄なオランダ人と味方の選手が体をぶつ

け合い、自分のボールにしようとしている。オランダ人にも負けない高さで味方の選手が競り合い、

自分のところにボールがこぼれてきた。私はすかさず前線の選手にボールを浮き玉で送り、そのボー

ルを追いかけるかのように私も攻撃に参加した。すると、パスを送った先の味方の選手がゴール前

で私にリターンパスを送り、私は均衡を破るゴールを決めた。 

その瞬間、砂利の質感と左サイドに見えた木々の様子から、この場所が自分が幼少時代に慣れ親

しんだグラウンドであることに気づいた。ゴールの歓喜とともに、どこか懐かしさが込み上げてきたの

はそのためである。 

ゴールが決まらない時間帯が長く続いていたこともあり、均衡を破るゴールが決まると、味方の選手

は大きな喜びの感情に包まれたまま、私の方に駆け寄ってきた。内側には溢れんばかりの喜びが

あったのは確かだが、私は特にゴール後のパフォーマンスをすることもなく、淡々と自陣に戻り、試

合の再開を待とうとした。すると突然、私の視界が真っ暗になり、そうした状況の中、ベートーヴェン
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の交響曲第9番第4楽章の「歓喜の歌」を、私は高らかに歌い始めた。いや、高らかというよりもむし

ろ、自分の内側にある抑えきれない歓喜の気持ちを大声で表現していた。 

大声で歌えば歌うほど、私の中から込み上げてくるものが増し、いつしか自分の身体が消えていく

感覚があった。抑えきれない歓喜の気持ちが身体を離れ、それが徐々に天に向かっていく姿を目

撃した。そして、それを目撃している私は歓喜そのものとなり、天に向かっていった。 

そこで夢から覚めた。夢から覚めても、目の前の深い霧は覚めない。だが、夢の中の歓喜の余韻が

まだ自分の内側に残っている。歓喜の感情を持つのではなく、歓喜の感情そのものになる不思議

な体験だった。2017/9/29（金）08:53 

No.248: Tepid Writings and Impressive Writings 

Writings that conceal the author’s truth are always worthless to read. They are tepid and 

apathetic. I cannot feel anything from that kind of writings. However, there are a number of such 

writings in our society. I deplore this situation that most people suppress their truth and do not 

express it in their writings.  

Writings that make me feel inspired are written based on the author’s truth. In many cases, such 

an author does not take readers into account. Instead, the author seems to just write from his or 

her truth to him or herself.  

Interestingly enough, I naturally become a reader of such writings even if the author does not 

take account of readers. I am attracted not to luxuriant writings without the author’s truth but to 

poor scribblings with the author’s own truth. 08:11, Sunday, 10/1/2017 

1604. 書考・考書の関係 

昨日は、早朝に日記を書き留めて以降、特に文章を書き残すことはなかった。早朝の段階で必要

なものを一旦外に形として表現し終えたかのようだった。実際のところは、夜にまた文章として書き

留めておく必要のある事柄が内側に湧き上がっていたが、その時はあえてそれを書き残すことをし

なかった。内側の現象が文章の形として外に出て行く時には、強制的な運動などいらない。必要な
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のは自発的な運動だけである。夜の段階では、内側の現象が自発的な運動を開始することはなかっ

たため、それを形にすることをしなかった。 

昨夜は随分と奇妙な思念と向き合っていたが、そこでのやり取りはどこかで書き留めておくことにな

るかもしれない。夜に日本語で日記を書き留めなかった分、その代わりとして、英文日記を就寝前

に少しばかり書き留めていた。 

日本語だけではもはや表現し切れないものが自分の中で育ち始め、それを表現するためには英語

が必要だった。日本語だけでは表現し切れないものというのはまさに、欧米での六年間の生活を通

じて培ってきた自身の経験に他ならない。それらの経験を英語の思考空間の中で醸成してきたが

ゆえに、英文執筆を媒介させて、さらにそれらを深めていこうとする運動が起こるのはとても自然な

ことだろう。 

どちらの日記も共に、明確な主題など設定しないままに文章を書き始める。書く中で主題が立ち現

れ、それが落ち着くべきところに落ち着いていくのである。一般的には、主題を設定し、構成を練っ

てから文章を書くことが推奨されているが、私が日記にもたせている役割は、そのような手順を踏む

と台無しになってしまう。 

考えてから文章を書き始めるのではないのだ。書きながら考え、考えながら書くということが大切で

ある。考えることの伴奏に書くことがあり、書くことの伴奏に考えることがあるのだ。書くことなしには

考えられず、考えることなしには書くことなどできない。 

書くということを最初の出発点にし、書きながら考え、絶え間ない思考が絶え間ない文章を生み出

していく。そういうことが自分の中で起こっている。 

欧米での六年目の生活において、気づけば読むこと以上に書くことが多くなった。これは読みたい

ものが少なくなったからでは決してない。むしろ逆に、読みたい論文や専門書は増える一方だ。事

実、書斎の机の上、ソファの上、本棚の中には、読むことへ自分を強く誘う文献が溢れている。それ

でも読むこと以上に書くことへ向かう何かが、今の自分の中にはある。今はそうした衝動に純粋に従

い、書くことに焦点を当てる時期なのだろう。 
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書いても書いても書き足りないのは、自分の内側で絶えず形を待つものが生成しているからだろう。

それが自発的な思考運動を促し、その運動を開始させ、運動そのものを必然的な場所に運んでい

くためには書くことが必要となる。そのようなプロセスの中に今の自分は組み込まれているために、

絶えず文章を書いているのだろう。そして、これは今だけに限らず、今後一生続くものである気がし

ているのだ。 

ようやく私は、自分の中に眠っていた、絶え間ない創造を可能とさせる源泉の存在に気づき始めた。

だから今日も文章を書き、明日も文章を書くのだろう。2017/9/30（土）07:14 

No.249: Systems Thinking and Problem Solving 

Bridging systems science and educational science is one of my academic passions. I have recently 

endeavored to construe social issues from systems science perspectives.  

Although some systems scientists and practitioners tend to reduce any social issues to systems, 

systems thinking and their approaches are quite powerful to tackle social issues. However, we 

must not forget that every social issue is a part of a whole system. Like human development, any 

social issues are nested within a complex hierarchy.  

If we solve an issue of a part of the whole system, it does not always positively affect the entire 

system. Many people get heated about solving issues, but we should remember that solving an 

issue may sometimes have a negative impact of the whole system. Problem solving is highly 

complex practice, and it should not be done recklessly. 11:20, Sunday, 10/1/2017 

1605. 父の誕生日 

「あぁ、今日は父の誕生日である」と早朝に気づいた。今朝も昨日に引き続き、マリア・ジョアン・ピレ

シュのピアノ演奏を聴いている。一昨日と昨日にかけて、21時間に及ぶ全演奏を聴き終え、昨日再

び演奏を聴き返すことにした。早朝のフローニンゲンの闇を切り裂くかのように、ベートーヴェンのピ

アノソナタ30番の第2楽章が始まった。 
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今日も昨日と同じように、今日を今日として生きようという気概が溢れてくる。今を今として生きようと

する気骨さが背筋を通った。その瞬間、私はその気概に他ならず、今という瞬間に他ならないことを

知った。 

物理的に母国を離れると、精神的に母国が近くなるようだ。それと全く同じことが日本にいる家族に

対しても起こっているような気がしてならない。欧米で生活をすることは、母国にいる家族との物理

的な距離を拡大させ、それが精神的な距離を縮めているかのようなのだ。 

欧米での生活の中で、日本にいる家族のことを頻繁に思い出す。それも、遠い思い出が含まれた

形で。 

お互いの年齢や生活の場所を考えると、もはや新たな思い出の量が増えることはそれほどないの

ではないかと思う。ただし、その分、家族との思い出の質が深まることを願ってやまない。 

新しい思い出が多く積み重なることができなくなっているのであれば、深い思い出を少しでも積み

重ねていこう。わずかばかりに積み重なるその深い思い出が、これまでの思い出をより一層深くして

くれる。そのようなことを考える。 

日本に生活拠点を置けない明確な理由が自分の中にある。それについては、もう何度も書き留め

てきた。それは極めて個人的な理由であり、集合的な理由であり、超越的な個人的理由である。 

今日は父の誕生日であるから、何かメッセージを送っておこう。父の執筆した小説を読む日がとても

楽しみだ。その日が早く来ることを願う。 

昨日、少しばかり嬉しい知らせが届いた。米国のある大学に客員研究員のポジションについて連絡

を取ると、非常に好意的な返信を得た。最初のメールには、自分の研究テーマしか盛り込んでおら

ず、なかなか返信をもらうことができなかった。そこで履歴書を添え、再度連絡をすると、非常に肯

定的な反応を得ることができた。 

その大学は、発達科学の研究のみならず、MOOCの研究にも力を入れており、その大学であれば

教育哲学と作曲も学べると思っていたため、客員研究員としてその大学で過ごす可能性が少し高く
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なり、純粋に嬉しく思う。連絡を取った教授は、実際にその大学でMOOCを提供する部門のディレ

クターを務めており、なおかつMOOCの研究にも従事している。その大学は、フローニンゲン大学と

同じように大規模な大学であり、客員研究員の受け入れに関しては、その教授がいる学科ではなく、

別の学科が担当しているそうだ。ただし、その大学においても、学科間の交流が密であるため、客

員研究員として受け入れられれば、所属学科に関係なく、どの教授とも共同研究することが可能だ

ということがわかった。 

応募期限は3/1であるため、書類の提出はもう少し先だが、その大学で行う研究テーマを今から少

しずつ練り始めたいと思う。ただし、それは難しいことではなく、フローニンゲン大学で行う今年の研

究の延長線上にある内容のものになるだろう。 

数えてみると、これまで三つの大学に所属してきたが、学士号を取得した日本の大学は規模が小さ

く、米国で最初に修士号を取得した大学も規模が小さかった。私にとって、大規模な大学に所属す

るのはフローニンゲン大学が初めてであったが、次に向かう米国の大学も大規模なものだというの

は、何か不思議な繋がりである。 

フローニンゲン大学で過ごす最後の年も、学術研究に捧げ、そして米国での生活も献身的なもの

にしたいと思う。2017/9/30（土）07:59 

No.250: Solidifying Dots of Knowledge 

I completed the online course for music composition that I have watched two times already. Since 

the course covers essential diverse topics for composing music, I have built a robust network of 

knowledge and skills. 

From here, I will learn the contents again by doing——by composing music. My self-observation 

tells me that I do not fully understand each topic. Hence, I need to solidify each dot of my 

knowledge.  

As Jean-Jacques Rousseau points out, slower is better for our learning because we need ample 

space for learning something new. 14:51, Sunday, 10/1/2017 
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1606. 米国に関する夢 

気がつけば、辺りを包む闇が消え去り、土曜日の静かな朝が目の前にたたずんでいる。今日は午

前中に論文を何本か読み、現在履修中のコースの課題のために執筆した文章を最終稿としたい。 

数日間寝かせておいた文章をもう一度読み、それに追加や修正を施すことによって最終稿にし、

実際にそれを提出するところまでを本日中に行う。その後に、二週間ほど前に終了したオンライン

ゼミナールの講義内容をまとめ、教材にする作業に取り組みたいと思う。それらの合間に一度作曲

実践を行い、それらの作業が終わる夜に、もう一度作曲実践に取り組みたいと思う。とにかく、日々

の生活の中で、小さく小さく実践を積み重ねていく。 

日本企業との協働、学術研究、作曲実践など、それらの表面上の括りは異なれど、それらを包括的

な一つの括りの中で捉え、一つ一つの事柄を小さく積み重ねていく。不必要に詰め込むことをせず、

絶えず余白を自己の内側に設けながら、一つ一つの活動に従事していくことを心がける。 

フローニンゲンを包む早朝の闇が消え去ったのとは裏腹に、昨夜見た夢の印象がまだ自分の内側

に残っている。夢の中で私は、大学のゼミの友人たちと久しぶりに再会をしていた。私の知る限り、

ゼミのメンバーの内、四人ほどが米国で仕事をしている。厳密には、その内の一人は留学をしてい

る。カリフォルニアに一人、ニューヨークに三人がいる。夢の中では、どうやらニューヨークにいる三

人とだけ会話をしているようだった。 

一人の友人に対して私は、「まだニューヨークにいるの？」という質問を投げかけた。これは特に否

定的な意味合いは一切含まれていないのだが、その友人に誤解を与えかねない質問であると察し

たため、私は続けざまに、「事業の方はどう？」と尋ねた。すると彼は、「事業の方は思うようにはいっ

てないけど、こっちの生活を楽しんでるよ」と笑顔で述べた。それを聞き、私はうなづいた。 

彼の手元を見ると、何やら一冊の雑誌を持っていた。中身を見せてもらうと、音楽理論を題材にした

パズルだった。「あれっ、音楽に関して造詣が深かったっけ？」と私は何気なく彼に尋ねた。すると

彼は、「いや、特に」と笑いながら答えた。パズルの中身はよく練られており、音楽理論に精通して

いなければ解けないものになっていた。しかし、友人は数多くのパズルをすでに解いているようであっ
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た。その雑誌の大部分はパズル問題で埋め尽くされていたのだが、途中の数ページにパズル問題

ではない、カラー印刷の特集記事が組まれていた。 

その記事を見ると、その友人が一人でヨガをしている写真が何枚も写っていた。どのポーズも素人

のそれではなく、玄人のそれだった。そこで私は彼にまた質問をしようと思ったが、質問の構造が先

ほどのものとほぼ同じであり、ただ内容が音楽からヨガに変わっただけの、何の変哲もないものに思

えたため、質問することをやめた。質問することをやめ、そのカラー印刷のページを食い入るように

見つめている私を見て、その友人は微笑んでいた。彼の微笑みが、夢の場面を静かに変えていっ

た。 

次の夢の場面は先ほどの夢と関連があるように思えた。というのも、米国から日本に向けた飛行機

の中に私がいたからである。ただし、出発地点はニューヨークではなく、サンフランシスコだった。機

内に腰掛けている私は、いつも搭乗しているクラスよりも随分と座席幅が狭く感じていた。というより

も、席を仕切った個室の形になっておらず、隣の人との距離が近い作りになっていた。幸い、通路

側に座る私の横には誰も座っていなかったが、長距離を移動する際の普段の機内の様子とは随分

と異なる印象を持った。 

どういうわけか、サンフランシスコからの最初の三時間を全日空の便に乗り、そこから空の上で日本

航空の便に乗り換えることにしていた。最初の三時間のうちに機内食を摂ることができず、次の便に

移った時にはメインの機内食が終わっていた。その便は結局日本に到着しないまま、私はずっと二

つの便の共通点と相違点だけに関心を寄せて、絶えず両者を比較していた。その比較が落ち着い

た時、突然夢から覚めた。 

早朝の朝日が、神々しく辺りを照らしている。風が一方から他方に向かって吹いているのではない

かのように、目の前に見える小枝が左右に小刻みに揺れている。 

小さな揺らぎ。今日もそうした小さな揺らぎを自分の中に感じる日になるだろう。2017/9/30（土）

08:41 
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No.251: Blurry Path to Engage in Philosophical Discourses 

Perhaps or probably, the initial point of philosophical questions that a philosopher makes 

originates from his or her existential concern. The philosopher needs to elaborate his or her 

philosophical theme in order to make rich philosophical discourses.  

The extent of the maturity of being is an indispensable factor to continue to engage in 

philosophical work. However, I feel that I still miss something important…. 

Where is the exact starting point to make a philosophical discourse and what is the most essential 

factor to continuously do philosophical work? That is still mysterious for me. 16:14, Sunday, 

10/1/2017 

1607. 欧州での日々 

夕食後、ソファに腰掛けながらぼんやりとしていた。思考と感覚を手放し、ただその場にいたというこ

とが、後々になって気付くような形で少しばかり時間を過ごしていた。以前は夜の十時まで明るかっ

たフローニンゲンの空も、今ではもう八時前にはすっかりと暗くなっている。遠方で犬の鳴き声が聞

こえ、雨に濡れた道路の上を走る車の音が聞こえる。 

今日という一日を振り返ってみると、非常に充実した一日だったように思う。事前に計画をしていた

仕事が次々と片付いていき、全てが何の滞りもなく進んでいった。読もうと思っていた七本の論文も

全て読み通すことができ、明日からは少し余裕ができた。教育の混沌とした現状に対して、システム

科学のアプローチを活用した専門書“Rethinking the education mess: A systems approch to 

education reform (2013)”を明日読もうと思う。本書はハードカバーであるが、150ページほどしかな

いため、明日中に読み終えることができそうだ。 

今年一年間は、教育科学と教育哲学に関する論文や専門書を読むことが多くなるだろう。そして、

それらの領域と関係付ける形で、システム科学とネットワーク科学の探究を少しずつ進めていく。ま

た、明日は上記の書籍を読み終えたら、「実証的教育学」の最終課題で課せられている論文の執

筆を進めていきたいと思う。 
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以前紹介したように、こちらの課題は分量が多い。論文に盛り込むべき事柄の大枠はすでに頭の

中にあるため、明日は午後の時間の大部分を使って文章を書き進めていきたい。この課題の論文

執筆が10月の半ばあたりに終われば、今学期の課題は随分と楽になる。 

毎日が文章を読むことと書くことの中で過ぎ去っていく。このような形で日々を積み重ねていくこと

は、私が最も望んでいることなのだが、冷静に考えてみると、これは少しばかり特殊な日々の過ごし

方なのかもしれない。自分が置かれている環境には絶えず感謝しながらも、やはりこうした環境に

身を置いていることの特殊性に考えを巡らせることが時折ある。 

この世界がやたらと遠く感じられたり、やたらと近く感じられたりすることがある。完全に独りでこの世

界に生きているように思えることがあったり、自分は独りではなく、全てと繋がってこの世界を生きて

いるように思えることがある。この世界は徹底的に遠く、徹底的に近い。生きることは徹底的に孤独

であり、徹底的に孤独ではない。こうした対極性の振り子に揺られながら、私の毎日は過ぎていく。 

一日が静かに終わりに近づく頃、自分の中で今日も少しばかり前に進んだという感覚や、何かが自

分の中に小さく積み重なり、また少し何かが深まったような感覚がする。しかし、進むということや深

まるということが一体何なのかわからなくなるような感覚に陥ることがある。 

「進む」というのは、どういうことなのだろうか。「深まる」というのは、どういうことなのだろうか。毎晩毎

夜、いつも全てがわからなくなる。次の日の朝、わからないことに気づかない形でまた新しい日が始

まる。そして、その日の夜にまた、結局その日一日は何だったのかを問う自分がいる。 

わかった日など一度もなく、自分に問わなかった日など一度もない。わからないままに問いながら、

欧州での生活は続いていく。2017/9/30（土）20:19 

No.252: Postscript to the Previous Entry 

Just after finishing writing the previous entry, I came up with an idea of how to constantly engage 

in philosophical work. The only way I found is continuously writing about personal and social 

issues that intensely capture me. The starting point must definitely locate in my existential 
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themes and social issues both of which mutually affect one another. In order to tackle the themes, 

I need to devote myself to continuous writing.  

Knowledge about the topics are fundamentally important, but it is not foremost prioritized to 

engage in philosophical work. What I need is much more vigorous zest to explore my existential 

themes, much more ardent commitment to tackle social issues, and much more strenuous effort to 

continuously write. 16:31, Sunday, 10/1/2017

1608. 発達理論を活用した作曲学習 

昨夜は記憶に残るような夢を一切見なかった。今朝は六時の起床とともに、心身の良好な状態を確

認した。 

昨日は、学術研究と作曲実践の双方に時間を多く充てることができたため、充実した土曜日であっ

たように思う。特に後者の作曲実践に関しては、過去に履修していた、シンガポール国立大学の作

曲講座の三回目の繰り返しが後半に入った。おそらく今日をもって、三回目の視聴が終わるだろう。

このオンライン講座がどれほど自分の作曲実践に有益であったかは、言葉で説明できないほどで

ある。 

私自身がオンライン講座によって学びを深める幸運に恵まれ、また自分自身がオンライン講座をこ

れまで提供してきた経験が、オンライン教育の探究に自分を仕向けているのかもしれないと思うこと

がある。フローニンゲン大学に来てからオンライン教育の研究に力を入れ始めたこと、そして次に所

属予定の米国の大学で、オンライン教育を中心に研究を進めていこうとしている熱意の裏には、そ

うした原体験があるように思える。 

昨日の作曲実践を振り返ってみると、全六回のうち、第五回目の講義をもう一度視聴し直してみた

時に、そこで扱われる内容がまだ完全に自分の中で咀嚼できていないことに気づく。その証拠とし

て、第五回目の講義の課題を解こうとしてみると、それがうまくできなかった。この課題は、モーツァ

ルトのピアノ協奏曲第23番とピアノソナタ14番の楽譜の一部を分析するものである。これまで習った

分析の観点の一つ一つがまだ自分の中で「点」として確立されていないことが明らかになった。 
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この分析を進めるためには、コードトーンの正確な理解のみならず、ノンコードトーン、カデンツ（曲

の終結部の和声の形式）、和声の第一転回から第三転回の正確な理解が求められる。曲の調を把

握し、コードトーンの特定までは比較的速やかに行えるようになってきたが、それ以外の要素に関し

ては、資料を見ながらでないと分析が行えない。 

今回のオンライン講座は、モーツァルト時代のクラシック音楽を作曲することが目的になっており、ノ

ンコードトーンを七種類ほど学習し、カデンツに関してもいくつかのパターンを学習した。それら一

つ一つに対する理解がまだ曖昧であるがゆえに、分析作業がうまく進んでいかないことは明らかで

ある。 

第五回目の課題を解いていくためには、一つ一つの知識を点として自分の内側に確立させ、さら

にはそれらを線や面として組み合わせながら活用していく力が求められる。とりわけ、カート・フィッ

シャーの発達理論の枠組みを用いながら学習を進めていくと、作曲実践に関して、自分がどのレベ

ルの能力を確立する時期にあるのかが明確に分かる。今は間違いなく、作曲技術と音楽理論に関

する一つ一つの知識項目をレベル9の段階で習得していく時期にあると言えるだろう。 

現在は、手元にある講義資料や音楽理論のテキストを参照しながら話声の転回を分析していたり、

ノンコードトーンやカデンツの把握を行っている。まさに、講義資料やテキストがスキャフォールディ

ングとなり、それらがなければレベル9の能力を発揮することもまだ難しい。だが、このようなスキャ

フォールディングの力を借りながら、実際の分析課題に取り組むことによって、徐々にレベル9の能

力がスキャフォールディングの力を借りることなく発揮されていくだろう。 

自分の学習プロセスを観察しているといつも面白く思うのは、自分が確かに発達理論における段階

を経ながら能力を高めているという姿を確認することである。これまで探究を深めていった発達理論

の数々の概念が、自分の体験を通じて理解することができる。これは発達理論の探究そのものの意

義を再度私に確認させてくれる。また、発達理論を参照しながら体験を積んでいくことが、自分の体

験をさらに豊かなものにしてくれるという実感がある。今日の作曲実践においても、それらを実感す

ることになるだろう。 
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本日、最終回の講義を視聴し終えたら、今度は録画を見るのではなく、もう一度資料のみをもとに、

学習済みの項目一つ一つを確認していく。曖昧な理解に留まっている箇所を把握し、そこを重点

的に学習し、レベル9の知識を構築していく。これらの実践が終わり、もう一度音楽理論のテキストを

おさらいすれば、作曲技術の基礎的な力が随分と身につくだろう。2017/10/1（日）07:08 

No.253: Learning by Doing and Learning by Feeling 

It is drizzling in the early morning. A spatter of rain is hitting the window.  

I will spend a whole day in the campus today. In retrospect, I have never stayed in the campus all 

day long. I will participate in two classes and computer lab training. Especially, my interest is 

toward computer lab training for evaluation research.  

Computer lab experience is quite positive to me; in fact, I learned many techniques of dynamic 

systems approach and nonlinear dynamics last year.  

One of my educational mottos, “learning by doing,” will be manifest in the lab today. Also, I want 

to incorporate the experience of the lab into the dimension of my feelings; that is “learning by 

feeling.” 07:30, Monday, 10/2/2017 

1609. 美文より駄文 

早朝の目覚めと共に、文章を書くことについて考えていた。むしろ、考えさせられていたと言った方

が正確かもしれない。 

書籍や論文を執筆するのとは異なり、日記を執筆する際には、基本的に読み手を自分だけに想定

する。読み手を自分だけに限定する中で文章を執筆することに伴う、なんとも言えない快楽につい

て少しばかり考えていた。 

私が日々ここで記している文章は、自分を読み手に想定し、自分に対して何かを言い聞かせてい

るかのような形式を取っている。そうした形式で文章を執筆していく中で、時に憤りの感情や感動的
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な感情に包まれることがある。そして何より、読者を自分だけに想定して文章を書くことは、書くこと

との一体感をもたらす究極的な快楽の中に自分を誘う。 

自分の内側にある真実を隠蔽し、それらを骨抜きにした文章はことごとくつまらない。書籍や論文の

中でそうした文章に出くわすと非常に残念な気持ちになる。興味深いのは、作者が徹底的に自分

自身を読者として想定しながら、内側の真実を言葉で表明していった文章はどれも面白いというこ

とだ。当の作者は自分自身に向けて文章を執筆しているのだが、気づけば私も読者になっている

のだ。こうした文章が本当の文章のように思える。 

最初から多くの読み手を想定し、他者に迎合する形で書かれた文章は、伝わってくるものがどうし

ても希薄なのだ。私が最も心を打たれる文章は、そのような形で書かれていない。 

作者が自分自身を究極の読者に想定し、自分に向けて内側の真実を語りかけている文章は引き

込まれるものがある。おそらく、一人の人間の内側の真実は、突き詰めていけば、他者の内側の真

実と共通する地平に降り立つのだろう。であるがゆえに、個人の内側の真実が刻まれた文章に対し

て、他者が共感の念を起こすのである。内側の真実を隠蔽する文章が、他者を表面的にしか引き

込めないというのは、その点と関係しているだろう。 

現代社会において私たちは、誰かに読んでもらうことを過度に意識した文章しか書いていないので

はないだろうか。これまでの学校教育の中でもそうであり、組織人になってからもそうである。 

内側の真実に光を当てるという行為が何なのかわからず、自らの真実に絶えず蓋をしながら生きて

行くあり方。そのようなあり方で書かれる文章は全て、自らの真実が一切滲み出てこない内容のもの

ばかりである。現代社会の多くの人はそのように生き、そのような文章しか書いていないのではない

だろうか、と強く思わされる。そこにいるのは常に他者であり、そこに自分はいない。 

自己の存在が滲み出さない外見上の美文より、自己の存在が滲み出す外見上の駄文を読みたい。

この世界は数多くの文章で溢れているが、自分が心から読みたいと思う文章が少ないのは、そうし

た事情と関係しているだろう。2017/10/1（日）07:32 
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No.254: Two by Two Motivation Matrix 

Before I forget today’s lecture, I will write down what I was thinking in class. Today’s topic was 

motivation for learning. I have often seen articles about students’ motivation for learning. For 

instance, I have frequently seen articles addressing the importance of intrinsic motivation for 

learning. However, I have forgotten teachers’ motivation for teaching to determine the quality of 

education.  

I was drawing a two by two matrix in my mind to depict the relationship between both motivation 

of learners and teacher. The matrix describes the extent of intrinsic motivation between learners 

and teacher. For example, when learners’ intrinsic motivation is high, that of teachers might be 

high. The causal link between the two is not unidirectional but probably bidirectional.  

I was thinking about the optimal combination between both parties’ intrinsic motivation. The ideal 

situation is that both intrinsic motivation is high, but the case is not so simple. If a teacher has 

strong intrinsic motivation for teaching, the teacher might unnecessarily control students and the 

learning environment in an unconscious way, which could reduce learners’ intrinsic motivation.  

I will look for some research on the relationship between teachers and learners’ motivation. 

11:16, Monday, 10/2/2017

1610. 能力の「点・線・面・立体の成長サイクル」について 

今日のフローニンゲンは、どうやら天気に恵まれるようだ。来週はまた天気が崩れ、気温も低くなり、

雨の日が続くようである。 

以前に、拙書『成人発達理論による能力の成長』に関する質問を受け、その内容についてここで書

き留めておきたい。いただいた質問は、「点・線・面・立体のサイクル」に関係するものだ。書籍の中

では、そのサイクルを説明する際に、算数の例を取り上げた。しかし、掛算や割算が、「線」ではなく、

「面」であることの理由が掴みづらく、単純な掛算であれば、足算の延長線上にある操作と捉え、面

ではなく、線として捉えることも可能なのではないか、という質問を受けた。 
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この質問は非常に重要なことを指摘している。というのも、数字を扱う能力のどのような性質に着目

するかによって、実は掛け算や割り算は、点にも、線にも、面にも、立体にもなりえる。重要なのは、

その演算方法が持つ質的な差異にある。例えば、「2×2」という掛け算を、「二つの物が一つに組

み合わさったものが二個ある」と捉えているのであれば、二つの物が一つに組み合わさった「点」を

二個捉え、それをつなげているだけであるため、それは「線」で掛け算を捉えていると指摘すること

ができる。 

一方で、掛け算の持つ性質をより多面的に——例えば、割り算との表裏一体関係や引き算とどのよう

な関係になっているのか、なぜある数字にゼロをかけるとゼロになるのかという特質（これは数に関

する非常に高度な理解であり、「立体」としての理解とも言えるが）など——理解しているのであれば、

それは足し算を「面」で捉えていることになる。 

要約すると、掛け算か割り算かという表面的な算術方法が重要なのではなく、その算術方法をどの

ような性質を持つものとして捉えているかが、その能力が点・線・面・立体のサイクルのどこにあるの

かを規定するのである。 

この質問に関係して、また別の質問としては、算数の例だけでなく、企業人が日常の業務活動の中

で「点・線・面・立体のサイクル」を経験することになる例にはどのようなものがあるか、という質問もい

ただいた。企業人が日常の業務活動の中で発揮するいかなる行動も「点・線・面・立体」の性質を

持ち得るため、算数の例で説明したのと同様に、その当人が発揮している行動の質的差異を見極

める必要がある。 

例えば、戦略思考能力に関して言えば、自社の視点のみに立ってその能力が発揮されている場合

には、「点」としてその人の戦略思考能力を定義づけることができる。一方、自社と競合の関係性の

中で戦略を立案できているのであれば、それを「線」として捉えることができる。そこからさらに、顧客

の視点やマーケットの視点などを含めて戦略立案ができれば、「面」としての能力になるだろうし、さ

らには時流や他の産業構造との関係から戦略立案ができれば、「立体」としての戦略思考能力だと

言えるであろう。 
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結局のところ、ある一つの能力が「点・線・面・立体」のどの段階にあるのかは、その能力の性質を見

極めなければならない。つまり、「この能力は点、あの能力は線」と単純に分析することはできない

のだ。 

カート・フィッシャーを含め、様々な発達科学者が協議を重ね、一つの合意として生み出されたの

が、まさにこの「点・線・面・立体のサイクル」という段階モデルである。そのため、この段階モデルに

習熟した者たちは、ある能力に対して恣意的な判断で段階を特定しているのではなく、段階を特定

する普遍性のある物差しで能力の成長段階を評価していると言える。2017/10/1（日）07:50 

No.255: Profundity of Causality 

Causality is a very profound topic in a philosophical and scientific sense. Any cause and effect 

relationship is not simple but complex.  

John Stuart Mill posits three prerequisites for a causal relationship. First, the cause precedes the 

effect. Second, the cause is related to the effect. Last, we cannot find any plausible alternative 

explanations for the effect other than the cause.  

Here, a classical issue of correlation involves. Correlation does not explain causality because it 

cannot tell which variables come first, which means that correlation does not meet the first 

requirement for causality. Furthermore, correlation does not verify whether any other plausible 

explanations exist or not. It is intellectually fun to investigate a causal relationship between one 

variable and another surrounding me. I will pay a close attention to it within a couple of days. 

19:23, Monday, 10/2/2017 

1611. 最後の日からの審判 

今週も日曜日が静かに終わりに近づき、また新しい週の到来に向けて準備を始めた。一日、一日と、

日が沈む時間が早くなってきている。書斎から見える景色はもう暗闇に包まれており、少しばかり強

い風に揺られる木々の姿だけが確認できる。木々の揺れを見ていると、人間発達における揺らぎの

重要性を思わずにはいられない。 
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発達心理学者のロバート・キーガンの主体客体理論において、現在の主体が次の発達段階に移

行する際には、主体と客体との間に生じている不均衡を克服し、新たな均衡を生み出すことが求め

られるとされている。 

不均衡を克服する以前に、発達において不可欠なのは、主体と客体との間に存在する不均衡だ。

主体と客体との間の不均衡は、主体を取り巻く他者や環境などによって生み出される。端的に述べ

ると、私たちは、取り巻く他者や環境とのやり取りの中で生み出される不均衡を経験しなければ、現

在の段階から次の段階に成熟を遂げていくことはできない。均衡さを確保する以前に、適切な不均

衡状態にさらされているかどうかは、さらなる発達のカギを握る。 

オランダで過ごす二年目においても、絶えず小さな不均衡さを経験するような気がしている。置か

れている自然環境や、出会う人たちとのやり取りは、小さな不均衡を連続的に生み出していく。 

夜は朝以上に、短調の音色のような思考が訪れやすい。今もそうかもしれない。 

なぜ自分は今ここにいるのか、なぜ自分は今この活動や仕事に従事しているのか、そればかりを考

える。明日は本当にやってくるのか、自分は明日どこにいるのか、そんなことを考える。とりとめもな

いことを考え過ぎてはないだろうか。そのようなことを絶えず考える。自分は何か一つの仕事を形に

することができるのだろうか。そんなことを考える。 

絶え間なく流れていく思考や感覚に飲まれないようにするために、何とかそれらを言葉で形にして

みてはみるものの、激流のようなそれらの流れは収まらず、思考や感覚が拡散しているのではない

か、と危惧する自分がいる。 

一つの意味を持ったまとまりを生み出すことがいかに難しいことであり、いかに尊いことか。自分に

それができるだろうか。 

今からずっと先の最後の日について考えない日はない。米国での生活において、このようなことは

なかった。何か自分の内側で変化があったのだろうか。なぜ私は、自分の人生の最後の日を毎日

考えるのか。考えるだけではない、毎晩それに触れている自分がいるのだ。 
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自分の人生の最後の日に触れる感覚を経験したことはあるだろうか。それは敬虔な感覚を引き起こ

すとともに、自分が今行っていることの一切を白紙に戻す。人生の最後の日に触れる感覚は、日々

の考えや行為そのものを、すべて一旦白紙に戻す力を持っている。その感覚は、「人生の最後の

日もそうした考えを持つのか？」「人生の最後の日も本当にそうした行為に従事するのか？」そんな

ことを絶えず問うてくる。その問いに対して肯定的な返答ができないのであれば、現在の自分の考

えや行為はどこかおかしい。 

なぜ最後の日に考えもしないことや、やりもしないことに今従事するのか。毎晩毎夜、私はこの感覚

の検問を受ける。無音の検問でありながら、轟音を引き起こす検問だ。今日の自分の発想の枠組

みの未成熟さ、行為の不当さが、静かに明るみになる。 

夜は暗いのに、自分の内側は、自己の未成熟さと行為の不当さによって白く照らされている。欧州

での毎日は、この薄白い光の中で就寝に向かうことによって終わる。 

今日という一日もまた、人生の最後の日からの審判を受けながら、静かに終わっていくのだろう。だ

が、この審判は終わることはない。少なくとも、欧州で過ごす残りの一年間はそうだろう。2017/10/1

（日）20:28 

No.256: INUS Condition of Human Development 

I learned an interesting concept, which is called an “INUS condition.” It represents an insufficient 

but non-redundant part of an unnecessary but sufficient condition. It sounds very abstract, and 

thus I will write down a brief example of human development.  

In general, optimal challenge causes our development. However, it is insufficient because it 

cannot bring about development without other conditions (e.g., optimal support). In addition, it is 

non-redundant in that other factors such as optimal support and a developmental conflict——

disequilibrium between subject and object in terms of Robert Kegan’s developmental theory——

uniquely contribute to development. Furthermore, it would be difficult to insist whether optimal 

challenge really caused further development if a person just overcame a developmental conflict at 
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the same time. Finally, optimal challenge is part of a sufficient condition to cause further 

development in combination with other factors.  

Yet, the condition is unnecessary because there are many other sets of conditions that can bring 

about development (e.g., a developmental conflict and coaching). While writing down an INUS 

condition of human development, I realized that it was meaningful to contemplate other 

constellations of factors to cause further development. 20:05, Monday, 10/2/2017 

1612. コンピューターラボでの実習に向けて 

月曜日の訪れとともに、外の世界から雨の音が聞こえて来る。まだ明けない暗い闇の中、降りしきる

小雨が書斎の窓ガラスにそっと吹き付けている。 

天気予報によると、幸いにもこの小雨はもう直ぐ止むらしい。月曜日は最も講義の多い日であり、午

前と午後に一つずつの講義がある。そして、今日からはコンピューターラボでの実習が始まるため、

一日中大学のキャンパスにいることになる。フローニンゲン大学に来てからすでに一年が経ってい

るが、一日中大学のキャンパスにいたことはかつてなかったように思う。朝の八時半に自宅を出発し、

夕方の五時までキャンパスにいることになるから、大学で働いているかのようである。 

今日の午後から行われるコンピューターラボは、「評価研究の理論と手法」のコースで課せられてい

るものだ。これまでの三回のクラスを通じて、実証的教育学の理論を学び、引き続き理論を学ぶこと

になるが、統計手法を用いながら、これまで学習した理論を実際の教育プログラムや政策の評価を

行っていくのが、このコンピューターラボの目的だ。 

コースのポータルサイトを確認すると、今日のコンピューターラボに向けたデータセットが二つほど

共有されていた。今日からのコンピューターラボでは、基本的には統計解析ソフトのSPSSを使うこと

を前提としているが、私はSPSSよりもRの方が慣れているため、担当教授に確認したところ、Rを用い

ても問題はないとのことだった。ただし、教授自身がRに精通していないため、ラボの最中に手助け

をすることは難しいかもしれないと一言添えていた。 
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慣れ親しんでいる道具を使うというのも、一つのスキャフォールディングだろう。コンピューターラボ

にあるコンピューターは、私にとってあまり使い勝手の良いものではないので、普段使っているノー

トパソコンを持参しようと思う。すでにデータも自分のパソコンの中にあり、昨夜、R用にSPSSデータ

を変換していたため、今日の実習では自分のパソコンを用いながらR解析を行っていく予定だ。 

ふと思い出してみると、昨年もダイナミックシステムアプローチと非線形ダイナミクスの講義の際に、

コンピューターラボでの実習があった。その当時のことを思い出すと、実際に手を動かしながらデー

タ解析を行い、その結果を他の受講生と意見交換することは非常に有意義であったように思う。今

日からの実習においても、そうした有意義な対話を他の受講生と行いたいものである。2017/10/2

（月）07:14 

No.257: Systematic Review and Meta-Analysis 

Literature review has three types: narrative review, systematic review, and meta-analysis. I 

learned the overview of steps in systematic review yesterday. The process of systematic review 

may look daunting, but it looks intriguing to me.  

I have never conducted systematic review before. Fortunately, I have the opportunity to conduct 

it in the next block in this semester. The course provides me with the chance to practice all the 

steps in conducting a systematic literature review.  

Since the program I am currently in is well-structured, I have another opportunity to learn meta-

analysis in a different course in the next block in this semester. Both systematic review and meta-

analysis are important not only for my evidence-based educational research but also for my 

personal writing.  

I notice that my previously published books lack comprehensiveness. Hands-on training for 

systematic review and meta-analysis would cultivate my skills to write not only comprehensive 

review articles but also books with overarching reference literature. 08:47, Tuesday, 10/3/2017 
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1613. さらなる発達の「INUS Condition」 

週の初めを飾る月曜日は、静かに始まり、そして静かに終わりに近づきつつある。今日は一日中、

大学のキャンパスの中で過ごしていたが、自宅の書斎で過ごす日々と同じほどの充実感を感じて

いた。 

午前中に一つの講義に参加し、午後にさらにもう一つの講義に参加し、夕方からコンピューターラ

ボでの実習に参加した。二つの講義を通じて考えさせられたことや得られたことは、全て英文日記

の方に書き留めておいたため、ここで何を再度取り上げるべきか悩んでしまう。 

これは音楽理論を学んでいる最中にもよく感じることなのだが、今自分が学んでいる概念や理論は

どのように日本語に翻訳されているのか、あるいはまだ翻訳されていなければ、どのように翻訳する

べきなのかを考えざるをえない問題と頻繁に直面する。大抵の場合、日本語を調べるのを億劫がっ

てしまい、その話題についてはあえて日本語で取り上げないようにすることがしばしばある。例えば、

本日の午後に行われた「評価研究の理論と手法」の講義の中で取り上げられた“INUS condition”と

いう概念は、どのような日本語で翻訳されているのだろうか。 

おそらく、この概念はまだ日本語に翻訳されていないのではないかと思う。その概念の意味を日本

語で説明することはできるが、その概念を一つの日本語の言葉で命名することは困難である。この

概念は、因果関係を考察するときに重要となるものである。 

科学研究において、特に社会科学の研究において、ある変数が他の変数の原因になっていること

を説明するのは困難な場合が多い。その理由の一つは、社会現象の多くは複数の要因の複雑な

関係によって生じているからである。多くの場合、複数の要因が相互作用を及ぼしていたり、ある変

数が他の変数に非線形的な効果を及ぼしている場合もある。 

本日の講義を通じて、「因果関係」というトピックを一つ取ってみても、それは哲学的にも科学的にも

非常に深い問題だと思わされた。先ほど英文日記に書き留めたことと全く同じ内容だが、人間の発

達を例にとって、INUS conditionを説明すると、下記のようになる。さらなる発達を及ぼすことに必要

なのは、例えば、適切な課題が変数として挙げられる。言わずもがなであるが、適切な課題だけで

はさらなる発達は起こらない（Insufficient）。 
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だが、発達を促す他の要因である適切な支援はあっても、適切な課題がそもそもなければ、発達は

起こらないため、適切な課題は適切な支援が存在している場合には不可欠な要素となる（Non-

redundant）。しかし、そもそも発達をさらに促す際には、適切な課題と適切な支援という組み合わせ

以外にも可能な組み合わせが他にもある。 

適切な課題ではなく、非常に強烈な発達課題に直面し、それを乗り越えざるを得ないような状況は、

それだけで発達を促すことになるかもしれない。あるいは、そうしたある種の強い発達的葛藤と最適

な支援を組みわせることによって、さらなる発達がもたらされるかもしれない。支援に関しても、サイ

コセラピーを受けるのか、コーチングを受けるのか、という種類も存在している。 

適切な課題と適切な支援という組み合わせ以外にも、実存的な強い発達課題に直面することだけ

が発達を生み出すこともあり、さらには別の組み合わせも存在することからも、適切な課題は適切な

支援との組み合わせにおいては必要であるが（Sufficient）、そもそもそれが必要ではない場合もあ

る（Unnecessary）。最後の項目だけ順番が前後したが、上記の英単語の頭文字を取ると、INUSとな

る。 

今日の午後からの講義に参加しながら、発達や教育を取り巻く諸々の因果関係を一つ一つ考察し

てみたいという欲求のようなものが静かに湧き上がっていた。2017/10/2（月）20:44 

No.258: Absorption in Activities 

I did not have enough time today to keep a diary.  

Thinking back on what I did yesterday, I continuously wrote programming language for the 

assignment of the research methods course.  

Writing R codes is similar to composing music for me in that I am absorbed in both 

activities. They provoke the same feeling to make me immerse in the activities. I was in the 

experience of absorption for long hours. 16:34, Wednesday, 10/4/2017 
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1614. 時間の速度を伝える夢 

昨日は、一日中大学のキャンパスで講義や実習に参加していたため、なかなか日本語で振り返り

をすることができなかった。そのためか、昨夜の就寝前に、少しばかり恐怖を感じるような思考に囚

われた。それは、自分の心的空間から日本語が消滅するというものだった。 

「日本語を用いて思考することや文章を書くことには意味はない」というささやき声がどこからか聞こ

えて来る。この声を聞くたびにいつも私は、なんとかその声を振り払おうとする。自分の内側に守る

べき砦のようなものがあり、それを最後まで守り通さなければならない。 

そんな思いに駆られていたのが昨夜の就寝前の出来事だった。日々、このように日本語で考え、日

本語で文章を書いているのは、自分の内側に不可欠な砦を守るためであり、守りながらにしてそれ

を育むためである。しかし、それを最後の最後まで守り続けることができるのだろうか。それを最後

の最後まで育み続けることができるのだろうか。昨夜は、そのような弱気な気持ちに襲われたのであ

る。 

今週はまたしても天気が悪い。今日は昼あたりから小雨が降るようだ。書斎の窓から外を眺めると、

街灯だけがぼんやりと明るく光っている。人が通りを歩く様子はまだ見えない。雲に隠れながら、こ

れからゆっくりと日が昇り、一日がまたゆっくりと始まる。 

昨夜見た夢は、ゆっくり進めということを自分に暗示しているような内容だった。夢の中で私は、顔

の分からぬ運転手が運転する一台の乗用車の後部座席に座っていた。時刻は、すべての人が寝

静まる深夜だった。深夜にもかかわらず、道路には時折車の姿が見える。どの車も動く速度が速

い。  

私が乗っている車の運転手も、他の運転手と同じことを考えているのだろうか、通りを走る車の数が

まばらであるため、とにかく速度を上げて車を走らせている。徐々にその速度がエスカレートしてい

き、私は徐々に不安の感情に囚われ始めた。法定速度を遥かに超え、仮にこの車が他の車にでも

ぶつかろうものなら、運転手のみならず、自分の命も危ういと思われてきた。そのため、私は見知ら

ぬ運転手に対して、丁寧な言葉を用いながら、速度を落としてもらうことをお願いした。 
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しかし、その運転手の態度は実に横柄であり、私の言葉に一向に耳を傾けようとしない。速度を落

とすどころか、むしろ速度をさらに加速させ始めた。その様子に私は呆れ返り、先ほどよりも強い口

調で運転手に速度を落とすように伝えた。それでもやはり運転手は私の声に耳を傾けようとしなかっ

た。 

そこで私は強硬手段を取ることにした。持っていた携帯電話から警察に通報し、車が走っている現

在地と車のナンバープレートを伝え、暴走車を止めて欲しいと願い出たのである。警察へ通報する

ことによって、運転手も速度を落とすかと思いきや、むしろさらに速度を加速させ始めた。 

いよいよ身の危険を察知し、私は後部座席のシートベルトを外し、車と同じぐらいの勢いで運転席

の方へ詰め寄った。ちょうど信号待ちで車が一旦停車したため、私は運転手の頭を運転席の横の

窓ガラスに打ち付けた。そして、運転手のポケットから財布を取り出し、助手席の窓からそれを外に

投げ捨てた。財布の中には免許証が入っているため、それがないままに運転を続け、警察に捕ま

れば一大事となる。 

窓ガラスに頭を打ち付けられた運転手は、何かをわめいており、投げ捨てられた財布を拾いに行く

ために、車の外に急いで出た。その瞬間に信号機が変わり、私は急いで車を走らせ、自分が安全

だと思う速度で目的地に向かった。そこで夢から覚めた。 

夢から覚めた時、ちょうど時刻は、夢の中で車を走らせていた時間帯と同じく、早朝の三時だった。 

この夢は、あまりに早い外側の流れに飲み込まれることなく、自分の速度で時間の中をくぐり抜けて

いくことの重要さを示唆しているように思う。しかし実際には、それよりも重要な何かをこの夢は示唆

している。2017/10/3（火）07:27 

【追記】 

時間ないし、現象のプロセスについて理解を深めるために、ベルグソンの“Time and Free Will 

(1889)”、ハイデガーの“Being and Time (1927)”、 ホワイトヘッドの“Process and Reality (1929)”を

また読み返そうと思う。フローニンゲン：2018/12/25（火）19:46 
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No.259: Learning by Feeling 

Whenever I learn something new, I always remember John Dewey’s insightful remark of learning 

by doing. It points out a quite simple thing, but it is an essential principle for learning. We need 

to embody our new knowledge by actual practice. Our learning and development are task-

dependent in addition to context-dependent. Thus, learning by tackling actual tasks is 

fundamental for learning. 

I also value the notion of learning by feeling. The idea is closely linked with the notion of learning 

by doing, but learning by feeling more emphasizes on physiological and somatic aspects of 

learning. Whenever I learn something new, I always try to feel the quality of knowledge and 

experience, which can be a form of color, smell, sound, etc. 16:42, Wednesday, 10/4/2017

1615. 異国で暮らすこと 

異国の地で生活をしていると、時に不必要なまでに、自分の存在やそれを取り巻く物事や日々の

行為について考えるものである。今、こうした事態を「不必要」という言葉で表現したが、それは自分

にとっては必要なことなのだと最近よく思う。いや、そう思うようにしている。 

母国に身を置くと、なぜ自分は自己の存在や自分を取り巻く物事について考えることが難しくなっ

てしまうのだろうか。その要因は様々にあり、自国にいてはそれらの要因を乗り越え難いがゆえに、

自分は異国の地にいるのではないか。 

一見すると、国の外にいる形でそれらの要因を乗り越えていくことは、真の意味でそれらの要因を

乗り越えたことにはならないように思える。しかしながら、今はそうした手段に出るしか道がない。自

己の存在とそれを取り巻く物事、そして自分の日々の行為について考えるためには、異国の地で

の生活が必要なのである。 

そもそも、それらのことを考えざるをえないというのは、今の自分が直面する一つの大切な課題なの

かもしれない。なぜ自分は、日本にいては自己について考えることができないのだろうか。なぜ自
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分は、日本にいては自己について考えようとしないのだろうか。自己を取り巻く事物や日々の行為

についても同じである。考えることを遠ざける見えない力の所在が不気味に浮かび上がってくる。 

昨日も、自己の孤独性について考えざるをえない、ちょっとした体験をした。その体験そのものは些

細なものだ。それは実存的な次元での孤独性を孕みながらも、同時に感傷的な孤独性も多分に内

包していた。前者は真の意味で自己を深めるが、後者は自己を深めることをしない。母国の外で長

く生活をしている者にとって、誰もが後者の孤独性を一度は経験するだろう。だが、前者の意味で

の孤独性になると話は別である。 

いつまでも、どこまで行っても孤独であるならば、この孤独性を突き抜けていくしか方法がないので

はないか。この思いは米国時代にはなかった考えであり、欧州での生活が始まってから芽生えたも

のだ。だが、それは言葉で言うほどに容易な道ではない。孤独性を突き抜けて行く過程そのものの

苦悩と、それが途中で頓挫することの恐怖が脳裏をよぎる。 

それらが脳裏をよぎったというのは、それらはどちらもその場で体験されてしまったことを意味する。

自分の内側の世界に閉じこもり、そこから再びその世界を開いていくことは本当に困難だ。厄介な

のは、孤独性を深めていく運動と、自己の開放性を促す運動が同時に生起することなのだ。二つ

の運動の狭間の中で、両極の運動を行ったり来たりしながら進んでいくことしか今の自分にはでき

ない。今日は片方の運動を経験するかもしれないし、あるいは両方の運動を経験するかもしれない。

明日がどちらの運動を経験するかはもはやわからない。 

早朝の深い闇が消え去り、辺りには朝日が差し込んでいる。とても穏やかな太陽光だ。今目に見え

る景色からは想像できないが、今日は午後から天気が崩れる。 

晴れ、曇り、雨、光、闇。天気だけが自分の内側の世界をよく知っている。2017/10/3（火）08:03 

No.260: New Personal Experiment 

My new personal experiment is to keep an English diary by following a Japanese entry. I have 

separately kept both diaries so far. However, I will have a new writing habit that makes the 
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interval between two entries in English and Japanese continuous. The essence of this experiment 

is to compare the qualitative difference between two entries written in two different languages.  

I hope to find out some intriguing difference that would be existential, somatic, and spiritual. 

06:37, Thursday, 10/5/2017 

1616. プログラミングコードと作曲 

今日は午前中に、「学習理論と教授法」のコースで課せられている共同論文の執筆に向けて、大学

のカフェテリアでグループメンバーと打ち合わせを行った。もうすっかりと朝は冷え込み、今日から

マフラーを巻いて外出するようになった。 

カフェテリアに到着すると、朝10時の時間帯はそれほど混んでおらず、席を確保するのが容易であっ

た。どうやらメンバーの中で、私が一番最初にカフェテリアに到着したようだった。 

メンバーを待っている間に、ノートパソコンを立ち上げ、今日の打ち合わせで話す内容を再度確認

することにした。数分後、メンバーの一人であるテサが到着し、挨拶を交わしたところで、もう一人の

メンバーであるエリエンも顔を見せた。数分間ほど、その他に受講しているコースについて話をし、

全員が共通して履修している「評価研究の理論と方法」のコースで今週から始まった、コンピューター

ラボでの実習について話をした。二人は明日の実習に参加するらしく、月曜日に参加したのは私

だけのようだった。月曜日の実習がどのような内容であったのかについて私の方から簡単に紹介し、

実に有益な実習であったことを伝えた。私の話が終わったところで、最後のメンバーであるエヴァが

到着した。 

四人が揃ったところで、早速打ち合わせを始めた。オランダの研究大学院の教育の高さを物語って

いるのか、学部でしっかりとした教育を受けていた三人は、科学研究に関する基礎的な力を持って

おり、さらには自分の意見というものも持っている。こうしたメンバーとの協働作業は実に進めやす

い。活発に意見交換をし、誰が論文のどの箇所を執筆するのかが決まり、予定していたよりも早くミー

ティングが終わった。 
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午後からは、プログラミング言語のRのコードをひたすら書いていた。昨日に行われたコンピュータ

ラボの実習課題をこなすために、ふさわしい統計手法の選択を行い、その手法を実行するための

プログラミングコードをずっと書いていた。コードを書くことに並行して、分析結果の解釈をテキスト

を参照しながら行っていたため、気づけば夜の八時半になっていた。午後から二時間ほどで終わる

と思っていたのだが、蓋を開けてみると、五時間以上プログラミングコードと向き合っていたことにな

る。 

気づかないうちに、実際の研究や課題を通じてRを活用しているうちに、随分とRに慣れ親しんでい

るように思う。作曲の実践と全く同じであり、Rについても具体的な課題に対して、実際のプログラミ

ングコードを自らの手で書くことによって、その力が高まっているのを実感する。 

五時間以上の時間は全く苦ではなく、作曲を行っているのとほぼ同じ没入感覚があったため、あっ

という間に時間が過ぎていった。その証拠に、心身の疲労感が全く無い。こうした自分の状態を観

察してみると、もしかすると私は、こうしたプログラミングコードを書くことや作曲を行うことに向いてい

るのかもしれないと思う。今日は随分と作曲をする時間があると思ったが、気づけば就寝前の一時

間しか時間が取れなくなっている。これから作曲実践を行い、作曲に関して一つでも新しい知識や

技術を身に付けたいと思う。2017/10/3（火）20:56 

No.261: Cultivation and Universalization of My Being 

I woke up at 5:30 and began to work at 6:00. I can hear the sound of rainfall, which is as beautiful 

as Edvard Grieg’s piano works being played at this moment.  

My daily life in Europe is going steadily in the equilibrated flow of time and space. This trivial but 

meaningful daily life accumulates experience within me, which leads to the cultivation and 

universalization of my being.  

Regardless of the darkness and the rainfall outside, the present state of my body and mind is 

neither “darkish” nor “rainish.” It looks like the polarity of darkness and rain. 06:54, Thursday, 

10/5/2017 
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1617. 実証的教育学のプログラムとコースについて 

特に何かに追われているという感覚もなく、何かに対して不安な気持ちを持っているわけではない

にもかかわらず、昨夜は就寝中に数回ほど目覚めることがあった。六時に起床してみると、夜中に

何度か目を覚ましていたにもかかわらず、十分な睡眠を取っていた感覚がある。ただし、睡眠中に

目覚めてしまうというのは、睡眠が浅いことを示唆しているように思えるため、睡眠を浅くしていた要

因についてまた探ってみようと思う。 

この時間帯のフローニンゲンの街は、不気味なほど静かであり、闇がとても深い。今日は午前中に「実

証的教育学」のコースがあり、その後にキャンパス内でインタビューを受けることになっている。イン

タビューと言っても職を得るためのものではなく、現在所属しているプログラムに関する感想や、私

がこのプログラムに所属することになった経緯について話をするというものだ。 

以前に、実証的教育学のプログラムに所属している留学生は私だけだと書き留めていたが、どうや

らオランダ人を含めたとしても、このプログラムに所属しているのは私だけのようだと昨日判明した。

講義で一緒になるオランダ人たちは、どうやら他のプログラムに所属しているらしいということが、「学

習理論と教授法」のコースのグループメンバーとの昨日の対話から明らかになった。そうしたことも

あり、実証的教育学プログラムに対して意見を言える貴重な存在として、大学からインタビューの依

頼を受けたのである。 

社会科学キャンパスの中にある、昨日のカフェテリアとはまた別の、小さなカフェテリアの横の建物

でインタビューを受ける予定になっている。フローニンゲン大学には非常にお世話になっているた

め、インタビューに応じるという小さな形でもいいので、協力できることは協力していこうと思う。 

昨日は、随分とプログラミング言語のRと向き合う時間が長く、当初予定していた論文の執筆を進め

ることができなかった。インタビューは昼前に終わり、昼食後に一件ほどのオンラインミーティングが

あり、そのミーティングが終わってから、昨日予定していた論文の執筆を進めていこうと思う。これは、

本日の午前に行われる「実証的教育学」のコースの最終課題であり、提出までまだ時間的余裕が

あるが、すでに少しずつ文章を執筆し始めている。今日中にできれば、学校改革が必要な対象校

の問題分析と、選択した介入手法の説明に関する文章を執筆したいと思う。そうすれば、論文の半
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分を書き終えたことになる。残りは介入手法の導入プロセスと前提条件、改革プランのモニタリング

と評価、ステークホルダーの責任に関する項目である。介入手法については、少なくとも二つ、多く

て三つのものを選択したい。 

今回の論文執筆で取り上げている対象校は、生徒のリテラシー能力とICTスキルが国の平均を下

回っているという設定になっている。また、クラス内での教師と生徒間のやり取りの質が低く、教師の

ICTスキルも高くないことを示す定性データと定量データがある。これらのデータから問題を明確化

し、必要な介入手法を選択し、それをどのように導入していけばいいかが、今回の論文課題の骨子

だ。 

現在執筆しているのは、論文というよりもレポートであり、専門用語に馴染みのない学校関係者にも

読めるような形式にしていくことが要求されている。今日予定しているところまで文章を書き終えれ

ば、半分まで書き終えたことになるのはこのレポートである。このレポートに合わせて、学校関係者

というよりも、教育科学者に向けた短めの論文を執筆することも今回のコースの中で要求されてい

る。  

それは学校関係者に向けたレポートの半分ぐらいの分量だが、こちらは専門用語の使用が認めら

れており、形式も科学者が読むためのものにしていく必要がある。執筆の順番としては、本日予定

しているところまで学校関係者に向けたレポートを書き、そこから教育科学者に向けた論文を執筆

していく流れが良さそうだ。 

選択した介入手法の特徴についてレポートに盛り込み、その介入手法の選択理由と質の測定や導

入方法については、教育科学者に向けた論文形式の文章にまとめていく。そうした流れでこの課

題に取り組んでいこうと思う。2017/10/4（水）07:19 

No.262: Value and Significance of a Ceremony 

I will participate in a graduation ceremony tomorrow. The ceremony will be held in the university 

building in the center of Groningen. The experience will be non-ordinary. Non-ordinary 

experience is crucial in that it can transform and deepen our ordinary life.  
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The ceremony is like a ritual to evoke a non-ordinary state of consciousness (NOSC). NOSC can 

make us view our ordinary life with transcendental eyes. The feelings and senses are as if we 

could see our daily life very differently after we came back from a trip. The value and significance 

of a ceremony would be inviting us into NOSC to transform and enrich our daily life. 07:15, 

Thursday, 10/5/2017 

1618. 様々なことを暗示する夢 

昨夜は二つの夢を見て、そのうちの一つは形が定まらないものである。つまり、夢の断片的な映像

があるのだが、それらをうまく一つにまとめる形で復元することができない。 

幼少時代の友人が登場し、彼と電車の中で話をしている場面だけを覚えている。もう一つの夢は、

よりまとまった形としてまだ記憶に残っている。 

私は、空港と併設した大きなショッピングセンターに足を運ぼうとしていた。一つの巨大なビル全体

が、ショッピングセンターになっていた。食事から買い物まで、大抵のことはこのビルの中で済ます

ことができる。ビルの地下一階から一階に抜けていく道は、これから国内線に乗るのか国際線に乗

るのかによって二つに分けられていた。 

どうやら免税の都合上、このような区分が設けられているようであり、国内線に乗るのか国際線に乗

るのかによって、ビル内が二つに分かれているようだった。私はこれから国際線に乗ることになって

いたので、左側の道を選んだ。多くの人たちは国内線に乗るようであり、左側の道を歩く人は私だ

けだった。なぜだかわからないが、国内線用の道は傾斜が緩やかなのに対し、国際線用の道の傾

斜は厳しかった。しかも、道の長さに関しても、国際線用の道は随分と長い。国内線用の道を歩く

人たちが、次々とビルの中に入っていく姿が見える。一方、私は長く傾斜の激しい道をしばらく一人

で歩いていた。 

ようやく道の終着地点に辿り着き、ビルの中に入った。すると、一階はとても綺麗な内装になってお

り、良い印象を私に与えた。何を購入しにこのビルに入ったのか不明であるが、私はとりあえずエレ

ベーターに乗って移動することにした。大きなエレベーターの前で待っていると、私の斜め後ろに、

一人の男性がエレベーターに乗るためにそこで立ち止まったことに気づいた。 
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エレベーターが到着し、ドアが開いたため、速やかに中に入ると、大きなエレベーターの中にいた

のは、私とその男性だけだった。その男性の顔を一瞥すると、どこかで会ったことのあるような人物

だった。幼少時代の友人の誰かのようだったが、特に言葉を交わすわけでもなかった。私には目的

階があったわけではなく、その男性も階を指定することはなかった。 

エレベーターの押しボタンを見ると、そもそも階の指定ができなくなっていた。それに気づいた瞬間、

エレベーターのドアが閉まり、ものすごい勢いでエレベーターが上昇し始めた。あまりの速さに恐怖

を覚えた私は、エレベーターをどこかの階で止めようと思い、押しボタンを見た。すると、一階から七

階までの表示が現れた。しかし、すでに七階を通り越しているようであり、どうすることもできなかった。

すると、エレベーターの隅で静かにしていたその男性が、69階のボタンを押した。 

私は、このビルのショッピングセンターがそれほど高くまで続いていることに驚いたが、そんなところ

まで行くことはできないと思い、押しボタンを再度確認すると、36階の表示があった。私はすかさず

そのボタンを押し、すぐさまその階でエレベーターが止まった。見ると、エレベーターの内装が透明

なガラスになっており、真下の様子やそこからの景色が見えた時、36階の高さに身が縮むような思

いだった。 

依然としてエレベーターに乗っている男性は冷静であり、「お気をつけて」という言葉を微笑みなが

ら私に投げかけた。36階から見える景色に体がすくんでしまっていたが、早くエレベーターの外に

出なければ、そこからまた猛スピードで69階まで上がっていくことの予感があった。そのため、スライ

ディングの格好で地面を滑りながらエレベーターの外に出た。すると、そこに広がっていたのは、ご

く普通のショッピングセンターの光景だった。 

エレベーターの中からスライディングで外に出た私は、その様子を人に見られないように、すぐさま

立ち上がり、何食わぬ顔でその階を散策することにした。どうやらその階は、生活用品を主に取り扱っ

てるようだった。だが、その階の一角に書店があることに気づいたので、立ち寄ってみることにした。

サッカーに関する雑誌コーナーで足を止め、久しぶりにそれらの雑誌を眺めてみることにした。 

すると右横から、「すいません、そこに置いてあるサッカーダイジェストが欲しいんです」と私に声を

かけてくる男性がいた。その男性の年齢は若く、二十代前半あたりのように見えた。私はすぐに場
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所を空け、その男性が目的の雑誌を取れるようにした。男性は目的の雑誌を取り、少し中身を確認

した後に、レジにそれを持って行った。 

その場で私は、しばらくその男性の声と振る舞いを振り返っていた。とても明瞭な声を発し、礼儀の

ある振る舞いに対して、私は敬意を払っていた。というのも、公共の場で見ず知らずの人に対して、

多くの人はあのようにはっきりとした形で自分の声を発することができないことを私は知っていたから

だ。 

男性がレジに向かっていく後ろ姿を最後まで見届けた後、私は雑誌コーナーを後にすることにした。

最初から期待などしていなかったが、この書店には英語の専門書が全くなく、その他のコーナーは

全て素通りして書店から外に出た。そこで夢が覚めた。 

この夢のシンボルは、様々なことを暗示しているということに、夢を書き留めながら気付いていた。一

つ一つのシンボルの意味は、また改めて書き留めておきたい。早朝の闇は消え去ったが、空は曇っ

ている。今日は午後から雨のようだ。2017/10/4（水）08:10 

【追記】 

上記の夢を見たのは、もう今から一年以上も前だが、この夢の光景をまだありありと覚えている。上

記の日記の最後に、シンボルの意味については改めて何かを書く、と述べていながらも、結局その

後、シンボルについて改めて文章を書いた記憶はない。再度上記の夢を読み返して見たときに、

一つ印象に残っているのは、ビルの地下一階から一階に抜けていく道が飛行機の国内線に乗るの

か国際線に乗るのかによって二つに分けられていたことである。もうそれが意味していることはなん

であるかが直感的にわかる。 

国際線の道を歩いていくことが長く険しいものであることをわかっていながらも、夢の中の自分がそ

の道を歩くことにしたのは、現実世界において、日本の外で生活をし続けていこうという自分の意思

の表れに他ならないのだと思う。自己の人生を深め、深められた自己を持って日本社会に関与す

るために、また何よりも自分の真実の人生を生きるためには国の外で生活をし続けていかなければ

ならないことを改めて感じる。さらには、もはや国の中で生活をしていたとしても国の外にいるような

感覚があるだろうし、国の外で生活をしていたとしても国の中にいるような感覚がある気がする。国
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内・国外という区別はもはやそれほど重要なものではないのかもしれない。フローニンゲン：2018/

12/25（火）20:08 

No.263: Yesterday’s Dream 

Before starting today’s work, I thought back on yesterday’s dream. In the dream, I was in a huge 

party room that was made in a Japanese style. I saw a number of long tables in the room. I sat at 

the second nearest table from the entrance. I did not know the purpose of the party and what 

kinds of people would join this party.  

After I waited for a while, a couple of unknown women sat besides and in front of me. They were 

not participants but waiters to serve food for me. One of the women brought udon to me, and she 

began to explain that this parity is for people who have the same hobbies. Each table was 

arranged for a specific hobby.However, nobody came to my table after a while. Thus, I decided to 

see around other tables to make sure of what kinds of hobbies other people have.  

People at each table had a very unique hobby. Each one of us has a unique path in our life. The 

process of our life is diverse. That is why we may have a different diversion. At the same time, 

someone else all over the world shares the same recreation with us. However, why did anybody 

not come to my table? 08:10, Thursday, 10/5/2017 

1619. 表現の困難性 

今日は午前中に「実証的教育学」の講義に参加し、その後、大学のカフェテリアでインタビューを受

けた。これは現在所属しているプログラムについての私の感想や意見を共有するものであり、大学

のマーケティングに使われるとのことである。このインタビューを含め、その他にも二件ほどインタ

ビュー取材の依頼が来ている。残りの二つは、日本の人材系企業からの依頼であり、企業人の学

びに関するものである。 

偶然ながら、それらの依頼を受けたのは同タイミングであり、日本において、成人学習が昨今再び

注目を集めているようだ。関係者の方に話を聞くと、「働き方改革」や「学び方改革」という言葉が、
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日本社会の中で叫ばれ始めているようであり、この流れに乗って、今回のようなインタビュー依頼が

やってきたのだと思う。働き方に関しては、昨年に大きなニュースになった過労死の件もあり、問題

がより顕在化し始めているように思う。そうした中にあって、働き方を改革しようという社会の動きは

正常なのものに思える。 

当然ながら、私たちは、この改革を単なる掛け声に終わらせてはらない。私たちがどのような考えを

持って、どのように働くかは、個人と社会の発達に大きく関わってくるであろうから、この改革の潜在

的な意義はとても大きいだろう。一方、学び方改革については、どのような背景から提唱されたもの

なのか、今の私はまだ明確にそれを掴んでない。 

私たち成人が何をどのように学んでいくかは、私たちの成長に直結している。これまでの学び方で

は通用しない課題や問題に、私たちが直面していることが徐々に明らかになってきた背景があるの

かもしれない。働き方に関する問題も、学び方の問題と大きな関係性があるように思える。 

私たちは、何をいかに学び、どのように働くかを真剣に見直す時期に差し掛かっており、それは一

人一人の個人に深く関係している問題でもあり、社会に共通の問題でもある。以前の日記で書き留

めたように、私個人の問題は社会の問題と深い部分で重なっている。まさに、いかに働き、いかに

学ぶかというのは、私個人が絶えず直面している重要な課題である。当日のインタビューに向け

て、働き方改革と学び方改革の構造的背景について自分なりに調査をしておこうと思う。 

今日のインタビューを受けてみて改めて思ったが、書き言葉ではなく、話し言葉を通じて自分の考

えを表明することは固有の意義がある。書き言葉にせよ、話し言葉にせよ、どちらの表現形式も、実

際に自分が伝えようと思っていることを正しく伝えるのは非常に難しい。表現伝達の難しさは、正直

なところ、どちらもほぼ同じほどではないかと思う。どちらの表現形式においても、どのような内容を

どのように伝えるかは同じぐらいの難しさを持っている。 

その難しさは単純に、言葉の選択と組み合わせに還元されるかもしれないが、事態はもう少し複雑

だ。そもそも、自らを表現し、その表現内容を間主観的なものに変容させることに本質的な難しさが

あるような気がしている。つまり、一人称的な主観的表現をした上で、あるいはそれと並行して、そ

の表現を二人称的な間主観的表現に変容させていく難しさである。その難しさは、話し言葉にせよ、
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書き言葉にせよ、たいして変わらない。自己を表現し、他者にそれを伝達するということは、やはり

難しいことなのだ。2017/10/4（水）18:09 

No.264: Interpretation of the Dream the Day Before Yesterday 

My dream last night became a trigger for reminding me of the dream the day before yesterday. I 

already wrote down the overview of the dream. I was in a gigantic shopping center adjacent to an 

airport. This dream seemed to represent the difficulty in living in a foreign country. The difficulty 

is not about physical and even mental adjustment to a different country. It is about an existential 

issue provoked by living in a foreign country.  

The road from the underground floor to the ground floor of the shopping center was divided into 

two; one was for domestic flights, and the other was for international flights. The way for 

passengers to use domestic flights was short and not steep. On the other hand, the way for 

international flights was quite long and precipitous.  

I saw many people walking on the way to domestic flights. I was the only one who was walking on 

the long and steep way. After entering the shopping center, I took an elevator without buttons. 

The elevator suddenly went up at an extremely fast speed.  

In parallel with the sudden rise of the elevator, the indication of 69th floor appeared on a small 

screen on the wall. However, I could not tolerate the speed and hight, I rushed to get off the 

elevator at the 36th floor.  

Life in a foreign country often elevates us at a rapid speed. Of course, it is a positive force to 

cultivate us, but it is sometimes an irresistible force to compel our growth at an excessive 

speed. Getting off the elevator at the 36th floor may indicate that I will come back to my country 

after 36 years. I will be 67 years old at that time.  

The display of 69th floor on the screen might mean that I may come back to Japan 69 years later. 

I will be 100 years old then. Both possibilities are uncertain, but I can say that my life in a foreign 
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country continues for a long time from now on, and it will be always a long and steep way. 9:00, 

Thursday, 10/5/2017 

1620. 輪廻と因果律 

闇夜の訪れる時間帯が早くなり、七時を過ぎると、辺りは静けさとともに深い闇に包まれるようになっ

た。深い闇のため、外の世界の様子がわからないが、窓ガラスに付着する雨滴の様子を見ると、今

は雨が降っていることがわかる。 

夕食を終え、就寝に向かうこの時間帯は、いつも不思議な想念が湧き上がりやすい。突発的に、輪

廻という現象について考えていた。私たちが何かから生まれ変わり、何かへ生まれ変わるかは不明

である。しかし、私たちが何かから影響を受ける形で生まれ、何かへ影響を与える形でこの生涯を

閉じていくということは言えそうだ。 

ここで述べている「何か」とは、人であり、他の生物であり、何らかの事物全般を指す。私たちの存在

が、そうした何かから生まれ変わったかどうかは特定することは難しい。また、何かへ生まれ変わる

ことを証明することも難しい。しかしながら、何かから影響を受ける形で生まれ、何かへ影響を与え

る形でこの生を閉じるというのであれば、それは比較的証明がしやすいのではないかと思う。なぜな

ら、影響を受けた存在や影響を与えた存在についての例を無数に挙げることが可能だからである。 

誰しもの生は開かれたものであり、この生を誕生させた様々な関係性の網の目が存在する。また、

この生が生涯を通じてなすことが、必ず何らかの関係性の網の目に影響を与えていることも容易に

考えが及ぶ。そうしたことから、存在自体が輪廻を遂げるかどうかはひどく不確定であるが、自己の

存在に影響を与えたものや自己の存在が影響を与えたものについては確定的であるように思う。 

この想念が、闇夜の訪れとともに、自分の内側にやってきた。夜のこの時間帯、とりわけ日没が早まっ

た、高緯度の欧州のこの時期の夜は、そうした不思議な想念を引き起こす。これから来年の六月ま

での八ヶ月間において、夜のこの時間帯は、そうした想念と付き合うことが多くなるだろう。 
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今日は午前中に、一つ不思議な体験をした。今日の午前中は、実証的教育学の講義に参加して

いた。今日のクラスでは、トゥウェンテ大学から招待した著名な教育研究者の方が講義を行った。こ

のコースの受講者は合計で六人であり、今日のクラスに参加していたのは私を含めて五人だった。 

非常に少人数のクラスであり、今日も活発な意見交換がなされた。今日のクラスの中で私は不思議

な感覚に包まれていた。今日の講義を担当していた、トゥウェンテ大学のその教授が教室の窓際に

向かって歩きながら説明をしている時、自分が今この教室に座っている現象を生み出した、ほとん

ど無限と言っていいほどの因果の組み合わせが一つになり、その究極的因果を覚知するという経

験に見舞われたのである。 

教授が窓の前に立ち、私は窓の外の景色を見た。オランダに特有の高さの低い家々が見えた。そ

して、自分が今この瞬間にこの場にいることを生み出した、地球誕生から今に至るまでに発生した、

無数の因果の組み合わせが一つになった究極的因果を見た。「見た」、としか言いようがないもの

だった。 

それは、自分の顔を鏡で見るよりも、はるかに確かな確認であった。「あぁ、人は真実を見ないという

のはこういうことなのだ」ということを知った。また、「究極的な真実、つまり真理を見るというのはこう

いうことなのだ」ということを、教室の外の世界に立ち並ぶ家々を眺めながら思っていた。 

因果律。そこに家々があることも、今私がこの瞬間にこの場所にいることも、全て因果律という言葉

の中に収束していく感覚があった。Aから∞までの因果の組み合わせが一つになり、それを飲む込

む経験、あるいはそれに飲み込まれる経験をしたことはあるだろうか。あるのであれば、私が今日の

朝に体験したのはそれだと思う。2017/10/4（水）20:14 

No.265: Systematic Review and Meta-Analysis for Adult Learning 

Today is a very windy day. I can say that it is tempestuous. Looking at the outside through the 

window, a large cloud of birds were flying in the sky in an irregular way. Their movement was 

oscillating. Even so, they had willingness to fly to their destination.  
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Each one of the three courses that I am taking in this semester is very beneficial for my research 

and consulting work. One of the assignments this week is intriguing in that it requires us to 

evaluate an educational intervention based on the criteria that are established by Robert Slavin’s 

systematic review.  

I have lacked a perspective to evaluate a particular intervention on the basis of the results from 

systematic review. Evaluation on intervention is crucial not only for child learning but also for 

adult learning. Unfortunately, I can find a mixture of wheat and chaff about interventions on adult 

learning.  

Since I have a fortunate opportunity to conduct systematic review and meta-analysis in the next 

block of this semester, I want to sift out an indiscriminate mixture of various interventions on, for 

instance, leadership abilities, reflection skills, or meta-cognitive abilities. 17:32, Thursday, 

10/5/2017
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